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※ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
※ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる方や他の人への危害や損害を未

然に防止するためのものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った
取扱いをすると生じることが想定される内容を「警告」「注意」の2つに区分しています。いずれも安全に関す
る重要な内容ですので、必ず守ってください。

誤った取扱いをしたときに、使用者が傷害を負ったり、物的損害の可能性があるもの

誤った取扱いをしたときに、死亡または重傷を負う可能性があるもの

注意
警告

誤った取扱いをしたときに、死亡または重傷を負う可能性が高いもの危険

絵表示の例

※お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

　 記号は 、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止内容
（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

　 記号は 、行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。図の中に具体的な
指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

警 告
●故障・異常時には、直ちに使用を中止する。

そのまま使用すると、発煙・発火、感電、けがに至る恐れがあります。
・電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする。
・運転中に異常な音や振動がする。
・電源プラグ・器具用プラグ・電源コード・本体・充電池などが異常に熱い。
・こげくさい臭いがする。
※このような症状のときはすぐに電源を切って電源プラグを抜き、お買い上げの販売店へ
点検、修理を依頼してください。

●改造はしない。修理技術者以外の人は、分解したり修理をしない。
火災・感電・けがの原因となります。修理はお買い上げの販売店または小泉成器株式会
社「修理センター」にご相談ください。

●すき間にピンや針金などの金属物等、異物を入れない。
感電や異常動作してけがをすることがあります。

●電源コードを束ねて使用しない。
発熱による火災の原因となります。

●電源コードや電源プラグ・器具用プラグが傷んだり、コンセントの差し込みがゆる
いときは使用しない。
感電・ショート・発火の原因となります。

安全上のご注意
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警 告

●電源プラグはコンセントの奥までしっかりと差し込む。
感電・ショート・発煙・発火の恐れがあります。

●電源プラグは清潔にする。刃および刃の取付面にほこりが付着している場合は拭き取る。
ショート・火災の原因となります。

●器具用プラグ先端にピンやごみを付着させない。
（器具用プラグ先端はマグネット式です。）
ショート・絶縁不良・発火・感電の原因となります。

●専用の電源コード以外を使用したり、専用の電源コードを他の機器に転用しない。
ショート・発火・感電の原因となります。

●電源コードを傷つける・加工する・無理に曲げる・引っ張る・ねじる・重いもの
を載せる・はさみ込む・コードレスタワーファンの下を通すなどしない。
電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。

●電源コードを本体に巻き付けない。
電源コードが断線して、ショートなどによる感電や火災の原因となります。

●台座を取り付ける前に運転しない。
不安定なため転倒し、火災・感電・けがの原因となります。

●AC100V以外では使用しない。（日本国内専用）
火災・感電の原因となります。
AC200V・船舶の電源・直流電源などAC100V以外では使用しないでください。

●濡れた手で電源プラグ・器具用プラグを抜き差ししない。
感電やけがをすることがあります。

●発熱器具の近くに置かない。
樹脂部分が溶けて引火する原因となります。

●子供だけで使用させたり、乳幼児の手の届くところで使用しない。
けが・感電の原因となります。
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注意

●本体を横にねかせて使用しない。
故障や事故・けがの原因となります。

●持ち運びの際は、落下させないよう注意する。
けがの原因となります。

●本体のお手入れは必ず電源プラグを抜き、コードレススイッチを「OFF」にしてか
ら行う。
感電やけがをすることがあります。

●キャスターに糸くずなどが巻き付かないようにする。
故障の原因となります。

●キャスターを使用して移動する際は、首振り位置をセンターにする。また、キャス
ター以外の部分を引きずらないようにする。
故障や床を傷つける原因となります。

●リモコン用電池は幼児の手の届かないところに保管する。
万一飲み込んだ場合にはただちに医師とご相談ください。

●長期間使用しないときはリモコン用電池を取り出しておく。
電池の液漏れで回路がショートし、火災・けが・汚損の原因となります。

●指定以外のリモコン用電池を使用しない。
電池の破裂・液漏れにより、火災・けがや周囲を汚損する原因となります。

●リモコン用電池は加熱したり、分解したり、火や水の中に入れない。
電池の破損・液漏れにより、火災・けがの原因となります。

●強い衝撃や振動を与えない。
故障の原因となります。

●フィルターを取り外したまま使用しない。
本体内にごみやほこりなどを吸い込み、故障して発火や過熱する原因となります。

●首振りの調節可動範囲を超えて無理に動かさない。
故障の原因となります。

●毛足の長い敷物の上や座ぶとんの上など、不安定な場所で使用しない。
故障や破損・けがの原因となります。
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安全上のご注意

危険

●充電池からもれた液が目に入ったときは、すぐに水で洗い流し、医師の治療を受
ける。
目に障害が起きる原因となります。

●充電池からもれた液が皮膚や衣類に付いたときは、すぐに水で洗い流す。
皮膚がかぶれる原因となります。

●指定の充電時間を超えても充電が完了しないときは、充電をやめる。
過度に充電され、液漏れ、発熱の原因となります。

●長期間使用しないときは、充電池を取り出しておく。
ショート、液もれ、火災、汚損の原因となります。

●充電は、必ず5℃～35℃の環境で行う。
発火、発熱、破裂の原因となります。

●異常に温度が高くなる場所（直射日光のあたるところ、炎天下の車内など）に放置
しない。
発火、発熱、破裂の原因となります。

●分解・改造をしない。
●火中への投入や加熱をしない。
●水につけたり、濡らしたりしない。
●本機以外には使用しない。また本機専用の充電池以外は使用しない。
●落としたり衝撃を与えたりしない。
●接続コードを切断したり、傷つけたりしない。
●充電池カバーに接続コードをはさまない。
●端子同士を針金などの金属で接続しない。
●充電池を持つときは、接続コードを持たない。
液もれ、発火、ショート、発熱、破裂の原因となります。

警告
●液もれや変色、変形している場合は使用しない。
●外装をはがしたり、傷つけたりしない。
発火、ショート、発熱、破裂の原因となります。

●充電池の交換は、必ず充電池が冷めてから行う。
やけどの原因となります。

注意

ニッケル水素充電池について
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操作部

「タイマー（1 ～ 8時間）」

「首振り」
「ルーバー」
「TURBO」

「風量」

「充電」※

「充電残量」※

リモコン

表示部

「首振り」ボタン

「タイマー」ボタン

「電源」ボタン

「ルーバー」ボタン

「ルーバー」ボタン

「首振り」ボタン

「タイマー」ボタン

「風量」ボタン
（大/小）

「TURBO」ボタン

「TURBO」ボタン

「風量」ダイヤル
（小～大）

「電源」ボタン

「電源」ランプ

※：コードレススイッチが「OFF」のときは
消灯します。（P. 13 参照）

※コードレスで使用する場合は、充電池の消耗をおさえるため、リモコンで運転開始できません。
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リモコンについて

リモコンの背面の電池カバーを開け、ボタン電池（CR2032）を
入れ、電池カバーを閉める。

電池の入れかた

リモコンの使いかた

本体のリモコンホルダーにリモコンを立てかけて収納してくだ
さい。

リモコンの収納

※ご使用前に、付属のボタン電池（CR2032）を入れてください。

リモコンの電池の交換目安
電池が消耗してくると、ボタンを押しても反応しない、反応が遅
いなどの現象が生じます。新しい電池と交換してください。

（背面）

送信部

リモコン受信部

リモコンホルダー

リモコンのボタンは本体の操作ボタンと同様に使用できます。

送信部を本体のリモコン受信部に向けて操作してください。

※リモコンと本体のリモコン受信部の間に障害物がないことを確認して
ください。

（使用可能範囲：本体から約3m・約30°）

※コードレスで使用する場合は、充電池の消耗をおさえるため、
リモコンで運転開始できません。

ご注意
ボタン電池の破損・液もれ防止のために次のことをお守りください。
●長期間使用しないときは、ボタン電池を取り出しておいてください。
●プラスとマイナスは正しく入れてください。
●火や水の中への投入や、分解、加熱などはしないでください。

ボタン電池
（CR2032）

①押す ③はめる

②引き出す
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ご使用前の準備
■台座を取り付ける 警　告

●台座を取り付ける前に運転しない。
本体が転倒し、ショート・感電・けがの原因となります。

ご注意
●台座は本体と垂直にして取り付けてください。
斜めに取り付けると、コネクター部が破損する恐れがあります。

●ネジはしっかりと締め付けてください。
本体と台座がしっかりと固定されていないと、不安定なため本体が転倒し、
ショート・感電・けがの原因となります。

台座を裏面にし、組み立てます。2

3

ツメを溝に合わせてはめ込みます。
本体底面に取り付けてある
台座取り付けネジ（4本）を
外します。

1

台座取り付けネジ

台座表面の凸部が本体正面の凹部に合うようにはめ込み、台座取り付け
ネジ（4本）で取り付けます。

（台座表面）

凸部

（台座表面）

台座取り付けネジ

（台座裏面）

（本体底面）

凹部

コネクター部

ツメ

溝

（台座裏面）
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ご使用前の準備
■電源コードで使用する場合

■コードレスで使用する場合

ご注意
●付属の充電池は出荷時には十分に充電されていませんので、ご使用前に必ず充電してください。
●周囲の温度が5℃～35℃の環境で充電してください。室温が低い場合や、直射日光が当たるなど高温の場所では正しく充

電されません。
●充電中は充電池カバー付近が温かくなることがありますが、異常ではありません。
●コードレスで使用時は、首振り機能を設定できません。
●コードレスで使用時は、電源コードで使用時よりも、少し風量を落として運転しますが、異常ではありません。

器具用プラグを本体の器具用プラグ差込口に取り付け、
電源プラグをコンセントに差し込みます。

充電池カバーに取り付けてある充電池カバー固定ネジ
（1本）を硬貨などでゆるめて外し、充電池カバーを下
方向にスライドして取り外します。

充電池カバーを本体から取り外します。１

付属の充電池を充電池収納部に入れ、
コネクターを接続します。

2
ご注意
●充電池を床などに落としたり衝撃を

与えたりしないでください。
充電池が液もれ・発火、ショート・発
熱・破裂し、けがの原因となります。

●充電池を足に落とさないようご注意
ください。
けがの原因となります。

※充電池は、必ずP. 5「ニッケル水素充電池について」をお読みの上、正しくお取り扱いください。

※長期間電源コードで使用する場合は、
コードレススイッチを「OFF」にすること
をおすすめします。

※充電が完了してからご使用ください。

充電池カバー

充電池カバー
固定ネジ

（本体側）

※しっかり
　押し込む

接続コード
コネクター

充電池

充電池収納部

（充電池側）

※使用中、電源プラグが若干温かくなることがありますが、
異常ではありません。

コードレススイッチ
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● 「電源」ランプと表示部の「充電」・「　　　（充電残量）」が点滅し、
充電を開始します。

● 約4 ～ 5時間で充電が完了します。（運転中は約9 ～ 10時間で充電が完了します。）
充電が完了すると、「電源」ランプと表示部の「充電」が消灯して「　　　（充電残量）」が点灯します。

● フル充電すると、風量[1]で約10 ～ 11時間、風量[8]で約5 ～ 6時間、
風量[TURBO]で約0.5 ～ 1時間、運転できます。

（使用状態や周囲の温度などにより多少異なります。）

コードレススイッチを「ON」にします。3
※コードレススイッチを「ON」にしないと、

コードレスで使用できません。

本体の凹部に充電池カバーの凸部をはめ込み、充電池カバーを上方向にスライドしてネジ穴を合わせ、充電池カ
バー固定ネジを締めます。

充電池カバーを本体に取り付けます。4

器具用プラグを本体の器具用プラグ差込口に取り付け、
電源プラグをコンセントに差し込みます。
5

※充電池カバーに接続コードをはさまないように注意してください。

（出荷時、コードレススイッチは「ON」になっています。）

表示部 点滅

点滅

表示部 消灯

点灯

コードレススイッチ

凸部

充電池カバー
固定ネジ

凹部凹部

接続コード
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運転のしかた
運転を開始する
「電源」ボタンを押す。

リモコン操作部

ピピッ

● 「電源」ランプと表示部が点灯します。
● 初めて運転したときは、風量［8］で運転します。

表示部

コードレスで使用時の表示について
充電残量により、以下のように表示が変化
します。

充電中は「電源」ランプと表示部の「充電」・
「　　　（充電残量）」が点滅します。
充電完了時は「電源」ランプと表示部の「充
電」が消灯して「　　　（充電残量）」が点灯
します。

（電源コードで使用時に、充電池がセットされてい
てコードレススイッチが「ON」になっている場合
は、運転中も充電されるため、充電が完了するま
で「電源」ランプと表示部の「充電」・「　　　（充
電残量）」が点滅します。）

● 電源コードで使用時に電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したとき、
充電池がセットされていてコードレススイッチが「ON」になっている場合
は、コードレスでの運転に切り換わります。

● コードレスで使用時に電源プラグをコンセントに差し込んだ場合は、電源
コードでの運転に切り換わります。

充電について
●電源コードで使用時に、充電池がセットされていてコードレススイッチが「ON」になっている場合は、充電がで
きます。
コードレススイッチが「OFF」になっていると、電源コードを接続しても充電されません。
●充電池を長期間使用していないときは、充電時間が変動します。

※「電源」ランプも点滅します。

充電残量：十分ある

充電残量：少ない

点滅

● コードレスで使用時に充電残量がなくなると、電源が切れます。

※コードレスで使用する場合は、充電池の消耗をおさえるため、リモコンで運転
開始できません。

※運転中、風切り音やモーター音がすることがありますが、異常ではありま
せん。
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自動首振り機能を使う
「首振り」ボタンを押す。

●  「首振り」ボタンを押すたびに、首振りの可動範囲が切り換わります。
首振りの可動範囲は「約45°」「約90°」「約180°」の3段階から選べます。

※首振り中に電源を切ると、本体の向きはセンター位置付近に戻ります。

表示部

ご注意
●手動首振りで左右約15°動かせますが、可動範囲を超えて無理に動かさ

ないでください。

■自動首振りの可動範囲

●本体を左右に首振りする機能です。

［約45°］ ［約90°］ ［約180°］ ［首振り機能解除］

約45°
約90°
約180°

リモコン操作部

ピッピッ

※コードレスで使用時は設定できません。

操作部の「風量」ダイヤル、「TURBO」ボタン、または、
リモコンの「風量」ボタン、「TURBO」ボタンでお好みの風量を選ぶ。

リモコン操作部

表示部

ピッ

ピッ

● 操作部の「風量」ダイヤルを回す、または、リモコンの「風量」ボタンを
押すたびに、風量が切り換わります。

● 操作部または、リモコンの「TURBO」ボタンを押すと、最大の風量で運
転します。
風量は［1］～［16］+［TURBO］の17段階から選べます。

風量レベル［16］風量レベル［1］

ピッ

または または

風量レベル［TURBO］

風量を調節する

ピッ

ピッ

※コードレスで使用時は、電源コードで使用時よりも、少し風量を落として
運転します。

● もう一度「TURBO」ボタンを押す。

● 操作部の「風量」ダイヤルを[小］側に
回す、または、リモコンの「風量[小］」
ボタンを押す。

[TURBO］に設定する前の風量に
戻ります。

風量[16］になります。

[TURBO]の設定を解除するときは

運転のしかた
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［8時間後］ ［オフタイマー機能解除］

オフタイマー機能を使う ●設定した時間経過後に、自動的に運転を停止する機能です。

「タイマー」ボタンを押す。
● 「タイマー」ボタンを押すたびに、設定時間が切り換わります。

 オフタイマーは［1時間後］から1時間刻みで［8時間後］まで設定でき
ます。

● 表示部の数字は残りの運転時間を表します。
（例）オフタイマーを 8 時間後に設定してから 2 時間経過したときは、「6」を

表示します。

表示部

［1時間後］

● 設定時間が経過すると、自動的に運転を停止します。
（「電源」ランプと表示部が消灯します。）

※設定時間経過前に運転を停止すると、オフタイマーの設定は解除され
ます。

リモコン操作部

ピッピッ

運転のしかた

(例：風量レベル［8］)

自動ルーバー機能を使う

●  吹出口の上半分の可動ルーバーが、上下にスイングします。
「ルーバー」ボタンを押す。

表示部

ご注意
●ルーバーの向きは手動で調節できません。無理に動かさないでください。
●使用中、ルーバーに触れないでください。
けがや故障の原因となります。

●可動ルーバーを上下にスイングする機能です。

※解除するときは、もう一度押す。

リモコン操作部

ピッ
ピッ

(例：風量レベル［8］ ※コードレスで使用時・充電残量が十分あるとき）

※スイングしません。

可動ルーバー
※スイングします。

固定ルーバー
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運転を停止する

「電源」ボタンを押す。
● 「電源」ランプと表示部が消灯します。
※運転停止後、ファンの回転が完全に止まる前に運転を再開するとファン

から音がすることがありますが、異常ではありません。

表示部

リモコン操作部

ピーッ

※電源コードで使用時に、充電池がセット
されていてコードレススイッチが「ON」
になっている場合は、運転を停止して
も充電は継続されるため、「電源」ラン
プと表示部の「充電」・「　　　（充電
残量）」は消灯しません。

（充電が完了するまで点滅します。）

運転を停止して、電源プラグをコンセントから
抜き、器具用プラグを本体から取り外します。
※運転が完全に停止するまで、電源プラグを抜かない

でください。

■電源コードで使用時
運転を停止して、長期間使用しない場合は、コ
ードレススイッチを「OFF」にすることをおす
すめします。

■コードレスで使用時

表示部リモコン操作部

●表示部を消灯状態にする機能です。消灯機能を使う
操作部の「タイマー」ボタンを5 秒以上長押しする。

● ボタンやダイヤルを操作した場合は、表示部が約10秒間点灯します。

※リモコンで表示
部の消灯はで
きません。

※解除するときは、もう一度5秒以上
長押しする。

ピッ

※「風量」のみ点灯

コードレススイッチ
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吸込口カバー
固定ネジ

吸込口カバー
固定ネジ

お手入れのしかた

ご注意
●操作部、本体内部の電気部品には絶対に水をかけないでください。
感電や故障の原因となります。

●シンナー、ベンジンなどは絶対に使用しないでください。
本体を傷めます。また変色、変形の原因となります。

ご注意
●フィルターを取り外したまま使用しないでください。
本体内にごみやほこりなどを吸い込み、故障の原因となります。

※お手入れは運転を停止して、電源プラグをコンセントから抜き、コードレススイッチを「OFF」にしてから行ってください。

外側は薄めた台所用洗剤（中性）にやわらかい布などを浸してしぼり、
汚れを拭き取ります。そのあと、洗剤が残らないように、乾いた布で
もう一度拭き取ってください。

本体

フィルター

吸込口カバーに取り付けて
ある吸込口カバー固定ネジ
（２本）を硬貨などでゆるめ、
吸込口カバーを本体から取
り外します。

1 吸込口カバーのツメから
フィルターを外します。

2 フィルターについたごみや
ほこりなどを掃除機で吸い
取ります。

3

フィルターを吸込口カバーに元通りにセット
します。

4 吸込口カバーを1と逆の手順で本体にはめ
込み、吸込口カバー固定ネジを締めて取り
付けます。

5
※フィルターの切り込み部と吸込口カバー固定ネジ
部を合わせ、ツメにしっかりはめ込んでください。

※吸込口カバー固定ネジ部（2ヶ所）
を押すようにして外します。

ご注意
●フィルターは水洗いしないで
ください。
雑菌が繁殖する恐れがあります。

吸込口カバー

ツメ

フィルター

吸込口カバー

吸込口カバー
固定ネジ部

吸込口カバー
固定ネジ

吸込口カバー
固定ネジ

合わせる

合わせる
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※長期間使用しないときや保管時は、必ず充電池を充電して、本体から取り外してください。

ご注意
●充電池の保管時は、コネクターを金属に近づけないでください。
充電池がショートする恐れがあります。

保管のしかた

・お手入れしたあと、陰干しして乾燥させてください。
・本体をポリ袋などで包み、元の梱包ケースなどに入れて、直射日光の当たらない湿気の少ないところに保管してくだ
さい。

コネクター
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故障かな？と思われたときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書をよくお読みいただき、次の点検をしてください。それでも異常のある場合は、
商品に保証書を添えてお買い上げの販売店にご持参ください。

このようなとき 処置のしかた

風の吹き出しが弱い

運転しない

充電しない

点　　検

●コンセントの刃受け部がゆるくなってい
ませんか？

●フィルターがごみやほこりなどで目詰まり
していませんか？

●コードレスで使用していませんか？

●吹出口の前に物を置いていませんか？
●吸込口がふさがっていませんか？

コードレスで使用の場合
●コードレスで使用時は、首振り機能を設定

できません。

コンセントをお調べください。電源プラグが異常に
熱くなる

●オフタイマー機能を設定しませんでしたか？

●充電池が消耗していませんか？

自動で運転停止した

フル充電しても
運転時間が短い

首振りしない

オフタイマー機能を設定すると、設定し
た時間で自動的に運転を停止します。

新しい充電地と交換してください。
（P. 19参照）

●リモコンの電池が古くなっていませんか？
リモコンで
操作できない

新しい電地と交換してください。
（P. 9参照）

●充電池が取り付けられていますか？

●コードレススイッチが「OFF」になってい
ませんか？

コードレススイッチを「ON」にしてくだ
さい。（P. 12参照）

電源プラグをコンセントに確実に差し込
んでください。

器具用プラグを器具用プラグ差込口に確
実に取り付けてください。

電源を切り、フィルターのお手入れをして
ください。（P. 17参照）

電源を切り、「設置について」（P. 6参照）
をお守りいただき、正しく設置してくだ
さい。

コードレスで使用時は、電源コードで使用
時よりも、少し風量を落として運転します。
異常ではありません。

コードレススイッチを「ON」にしてくだ
さい。（P. 12参照）

コードレスで使用の場合
●コードレススイッチが「OFF」になってい

ませんか？

充電してください。（P. 12参照）

充電池を取り付けてください。
（P. 11 ～ P. 12参照）

コードレスで使用の場合
●充電残量がなくなっていませんか？

充電してください。（P. 12参照）

電源コードでご使用ください。
（P. 11参照）

コードレスで使用の場合
●充電残量がなくなっていませんか？

電源コードで使用の場合
●電源プラグがコンセントにしっかり差し込

まれていますか？

電源コードで使用の場合
●器具用プラグが器具用プラグ差込口から外

れていませんか？

充電池の消耗をおさえるため、リモコンで
運転開始できません。

コードレスで使用の場合
●リモコンで運転開始しようとしていませんか？














